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研究成果の概要（和文）：施設配置を総合的に研究した。台湾の成功大学管理学院黄院長、Chung Hwa 
universuty of Medical technology の曾副教授との共同研究も行ってきた。黄院長とは配置問題の経営的側
面、また曾副教授についてはヘルスケア施設であるAEDの最適配置、最適配分について、神戸学院大学毛利教授
と研究してきた。複合施設の配置についても検討してきた。配置場所の評価を評価方法の検討も含めて考察し複
数の人の選好から、合意形成の観点から検討してきた。一方で病院等の手術室のスケジューリングも毛利教授と
行ってきた。そしてこれらの施設の総合的配置問題の非劣解を求める問題も考察した。

研究成果の概要（英文）： We studied total construction of facility location. We investigate with 
Dean Huang of Dean on Taiwan National Chung Kung university helps us with respect to management 
aspect of facility location and we also investigate with Associate professor Tseng of Chung Hwa 
university of medical technology and Professor Mohri about optimal location and number of AED as 
health care facility. We also extend our research to locate multiple facilities at a same site. From
 view of group decision based on preference of sites, we make a multiple objective model and choose 
non-dominated solutions among possible sites and scheduling of operation rooms on hospitals with 
Professor Mohri. 

研究分野：社会システム

キーワード： AED　複合施設　距離に関するファジイ数　給食センター　数理的評価　ヘルスケア　多目的施設配置　
総合的施設配置

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の施設配置問題での評価基準は公共施設では施設への近さ、忌避施設では遠さのみで建設費用、複合施設
（同時に複数の施設を配置する）、近さに関する望ましさ等、いろいろな観点からの配置場所選択、さらには配
置個数については考察してこなかった。いろいろな評価基準から配置するためのモデルを作り、最適あるいは現
実的な解として卑劣解を求めてきた。さらにはヘルスケア問題を数理的に考察して、手術室のスケジューリング
や給食センターの最適配置を求めてきた。また解を評価する評価方法についても新しい手法をいくつか考案して
きた。特に集団的意思決定の方法である。これらは一般に社会システム全般に役立つと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまでも施設配置問題の研究を行ってきて、いろいろなタイプの施設配置モデルを考察し
てきた。これらを総合的に配置することが現実的であると考えた。このためにはいくつかの新し
い道具が必要であると考えた。１つ目は異なるタイプの施設への近さに関する満足度を一元的
に表す尺度としてファジィ数を考えた possibility chance constraint の下での多目的計画であ
る。これまでに研究してきたファジィ組合せ最適化が役立つと考えた。２つ目は配置場所に関す
る総合的評価の必要性である。この点に関しても様々な選好の下での集団的意思決定としての
合意形成の研究が役立つ。例えばスポーツでの選手のポジションへの配置問題を研究してきた。
３つ目は配置場所だけではなく配分数を考えることである。我々の AED（自動体外式徐細動器）
の研究がその典型である。４つ目は AEDの研究で始めたヘルスケア施設の最適運用の必要性で
ある。病院の手術室の最適なスケジューリングや給食センターの配置場所とその学校への配達
などである。5つ目は総合的に配置するための多目的組合せ最適化問題の定式化とその非劣解の
導出法である。 
 
２．研究の目的 
施設の総合的配置配分を構築する方法を求める。その際には異なるタイプの施設を様々な観
点から考えて、現実に合う配置場所、配分数を求めることを目的とした。従来の配置モデルだけ
ではなく新しいヘルスケア問題における最適運用も目的にした。例えば病院における手術室の
スケジューリング、給食センターの設置場所や学校への最適配送順などである。 
 
３．研究の方法 
１つ目は台湾の研究者との共同研究である。台湾国立成功大学管理学系黄院長、Chung Hwa 
university of Medical technology の曾副教授との研究である。黄院長とは配置問題の経営的
側面について、曾副教授についてはヘルスケア施設である AED（自動体外式除細動器）の最適配
置、最適配分について神戸学院大学毛利教授とともども研究してきた。AED の研究では簡単な単
一のビルで両端の階段で結ばれた上下階でどの階のどこに AED を配置すればよいかを考えたモ
デルから、これをビル群へ拡張したモデルへとより一般化した。AED の配置配分を考える研究は
これまで考えてこなかったが、生命の関わる一刻を争う社会システムの研究で有用である。手法
としては議席配分の考え方を援用している。 
２つ目は新しい合意形成の方法を考案して配置場所の良さを評価してきた。関係する複数の
人の選好から、集団的意思決定を行うのが合意形成である。スポーツにおいてどのポジションに
どの選手を割り当てるのがもっとも効果的であるかを計る方法や、会社組織における人事など
で用いられる方法を数理的に援用するものである。 
３つ目は複合施設の配置を考えた点である。従来の施設配置では、候補地には高々１つの施設
しか配置しなかったが、同じ場所にも配置できる異なるタイプの施設が存在する下での配置を
考えるものである。その際には障害物なども考慮し、施設の需要者への近さに関するファジィ数
を考え、その可能性機会制約を考えた。 
４つ目は既存の施設が存在する下での新しい施設の配置である。その際にはもちろん既存の
施設の改廃を含んで考えた。 
5 つ目はヘルスケア問題としての最適運用モデルであり、病院の手術室のスケジューリングと
給食センターを考えた。手術室のスケジューリングでは 2つの手術室、医者等の勤務時間、手術
の緊急性を考慮したモデルで多目的ビンパッキング問題として定式化し、その解を求めること
でより良い運用計画を構築した。一方、幾つかの候補地から候補地の良さとそこから各学校への
配送順の良さを勘案して、設置場所を決める方法を考案した。実際に三田市の給食センターを例
にして、現在の場所および小学校の位置から配送トラック２台のモデルを構築してその方法の
有効性を示した。最終的にこれらの異なるタイプの施設に対して総合的に配置することを考え、
多目的組合せ最適化問題として定式化しその非劣解を求める方法を示した。このことは複数の
施設を候補地に配置する際に役立つ。 
 
４．研究成果 
AED の最初の簡単なモデルは International Journal of Japan Association for Management 
Systems 2018 第 10 巻 1号 として公表し、より一般化したモデルは 2019 年モンゴル・ウラン
バートルで行われた第 21回 Asia Pacific Management Conference で発表した。いずれも毛利
教授、曾副教授と連名である。研究方法３つ目の評価モデルはそれ自身注目を集め、2018 年 9月
にソウル韓国航空大学で行われた日韓のワークショップで招待講演を依頼された。研究方法３
つ目のモデルは２つの論文として公表した。1つは Bottleneck transportation problem with 
a fuzzy random constraint と題して International Journal of Japan Association for 
Management Systems 2017 年第 9巻 1号での公表であり、もう一つは OPTIMAL FACILITY LOCATION 
PROBLEM UNDER POSSIBILITY CHANCE CONSTRUCTIONS AND BARRIERS と題して Scientiae 
Mathematicae Japonicae 2018 年 31 巻 1号に公表した。研究方法４つ目のモデルは、現在論文
作成中である。研究方法 5 つ目のうち、給食センターの運用では Facility Location Problem 
for Supply Center of School Lunch と題して Scientiae Mathematicae Japonicae 2017 年 30
巻 2号で公表した。全体としての総合的配置については Total Facility Construction Planning 



Problem と題してScienticae Mathematicae Japonicae 2020年83号1巻に公表した。 Scientiae 
Mathematicae Japonicae は数理科学の国際誌であり、社会システムも広く扱っているが、まず
Online で accept され、その後紙媒体として出版される。International Journal of Japan 
Association for Management Systems は日本経営システム学会の国際雑誌であり、社会システ
ム関連の優れた論文が多数掲載される。我々の研究は、さらにヘルスケアの種々の分野に応用さ
れ、社会システムとして役立つと思われ、そのために努力したい。また、将来の施設配置の研究
に資する研究として在庫管理、特に Perishable inventory (一定期間経つと商品価値を失う商
品の在庫管理)の研究も行った。この研究は競合施設の配置に役立つと思われる。Combinatorial 
Sale Problem for a Perishable Product with Fuzzy Shortage Cost と題して International 
Journal of Japan Association for Management Systems 2019 年第 11巻 1号で公表した。  
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